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【お問合せ先】 

九州大学 法学研究院 成原慧（ナリハラサトシ） 

E-Mail： narihara*law.kyushu-u.ac.jp：[*を@に換えてくだ

さい] 

書籍の概要 

技術革新に伴って大幅に向上した ICT の知性。高度

化： 普及化の著しい人工知能によって、人間との連携

も一層進んでいくものとみられている。 

人工知能との共存を踏まえ、今後目指される社会

像： のの基本理念とは？ 関連する人文： 社会科学系

の各学問領域から多角的な分析 検討を試みる。 

著者から一言 

人工知能：（AI）の発展を見据え、人間や社会はどの

ように変わっていくのだろうか、また、人間や社会と

AI との共生のあり方をどのように構想していくべき

なのだろうか、という根源的な問いについて、関連す

るさまざまな分野の研究者が考察しています。 

先端技術をめぐる ELSI のあり方を考える上でヒン

トになる一冊かと思います。 
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